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なつかしの国　石見　iwami

地元食材たっぷりの愛菜
カレーづくり（沢谷保育所）

みんなで作った「愛菜カレー」

　JA島根おおち管内（邑智郡、江津市桜江町）の
全20保育所・保育園で７月26日（火）、園児たち
が地元産の野菜や米をふんだんに使ったカレー
ライス作りに挑戦。園児、教職員、保護者など
約1150人が、出来たてをほおばりおいしさに顔
をほころばせました。� （詳細記事５ページ）



６月14日（火）から開幕した「第７回美郷町民ふれあいソフトボール大会」。今年は地 域の部に17チーム、女子の部に４チームが出場し、約１カ月にわたり熱戦を繰り広げました。
地域の部では「石原軍団」が初優勝、女子の部では「ホタル久保」が優勝しました。

美郷町民 ふれあい ソフトボール大会
優勝「石原軍団」地域の部

準優勝「吾郷自治会」地域の部準優勝「キャッツ・アイ」

地域の部　試合結果
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６月14日（火）から開幕した「第７回美郷町民ふれあいソフトボール大会」。今年は地 域の部に17チーム、女子の部に４チームが出場し、約１カ月にわたり熱戦を繰り広げました。
地域の部では「石原軍団」が初優勝、女子の部では「ホタル久保」が優勝しました。

美郷町民 ふれあい ソフトボール大会第7回

優勝「ホタル久保」女子の部

準優勝「キャッツ・アイ」女子の部

長期間にわたり審判をつとめて
いただいた「UP2」の皆さん

女子の部　試合結果
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▲お問い合わせ先　教育委員会（☎75-1217）
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行
）
に
よ
る
石
見
神
楽
の
上
演
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
松
江

市
を
拠
点
に
活
動
す
る
「
こ
と
の

は
」
が
ラ
イ
ブ
演
奏
を
展
開
し
、

来
場
者
と
共
に
熱
唱
し
会
場
は
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
午
後
８
時
か
ら
は
約
１
６
０
０

発
の
打
ち
上
げ
花
火
が
あ
が
り
、

熱
気
あ
ふ
れ
る
会
場
で
は
拍
手
と

歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

災
の
発
生
を
受
け
、
飛
脚
便
に
よ

る
義
援
金
リ
レ
ー
を
内
容
に
盛
り

込
み
ま
し
た
。

　
美
郷
町
内
で
は
５
月
と
７
月
に

そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
、
公
募
で
集

ま
っ
た
計
７
人
の
町
民
ラ
ン
ナ
ー

が
大
田
市
か
ら
引
き
継
い
だ
義
援

金
を
飯
南
町
へ
託
し
ま
し
た
。
５

月
29
日（
日
）に
は「
箱
茂
の
お
松
」

（
小
松
地
）
か
ら
「
幕
末
の
本
陣
」

（
粕
渕
、亀
遊
亭
）ま
で
の
約
10
㎞
、

７
月
２
日（
土
）に
は「
境
木
」（
飯

南
町
境
）
ま
で
の
約
14
㎞
を
法
被

と
す
げ
が
さ
を
身
に
付
け
た
ラ
ン

ナ
ー
が
さ
っ
そ
う
と
駆
け
抜
け
ま

し
た
。

　
美
郷
の
夏
を
彩
る
「
第
６
回
美

郷
夏
祭
り
花
火
大
会
（
美
郷
町
商

工
会
青
年
部
・
女
性
部
主
催
）」

が
７
月
23
日
（
土
）
に
粕
渕
の
尻

無
川
河
口
で
開
か
れ
、
住
民
や
帰

省
客
が
打
ち
上
げ
花
火
や
石
見
神

楽
の
上
演
な
ど
を
楽
し
み
ま
し

た
。
バ
ザ
ー
会
場
で
は
生
ビ
ー
ル

や
焼
き
そ
ば
、
た
こ
焼
き
な
ど
の

定
番
メ
ニ
ュ
ー
が
並
ん
だ
ほ
か
、

町
内
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が

出
店
し
た
ロ
シ
ア
風
ク
レ
ー
プ
な

ど
も
来
場
者
の
目
を
引
い
て
い
ま

し
た
。

　
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
大
声
の
大
き
さ
を
競
う
コ

ン
テ
ス
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に

よ
る
出
し
物
、
都
神
楽
団
（
都
賀

　

広
島
県
府
中
市
で
８
月
21
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
「
第
１
回

銀
の
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
一

環
と
し
て
、
飛
脚
の
衣
装
を
ま

と
っ
た
ラ
ン
ナ
ー
が
交
代
で
銀
山

街
道
を
走
り
、
沿
線
各
地
で
集
め

た
東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
を
府

中
市
ま
で
届
け
る
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

広
島
県
府
中
市
の
「
石
州
街
道
出

口
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」が
、

銀
山
街
道
を
軸
と
し
た
地
域
活
性

化
を
目
的
に
企
画
。
東
日
本
大
震

夜空に咲く大輪の花　〜みさと夏祭り

大震災義援金を銀山街道沿線でリレー　〜銀の道　飛脚プロジェクト

▲蒸し暑さの中、復興への願いを胸に
　走り抜ける小野寺和哉さん（石原地内）

▲▼�花火大会のフィナーレでは、江の川を横断する
ナイアガラの滝が夜空を焦がしました。

▲子どもたちの声が会場に響き渡った「大声コンテスト」

▲出発前に気合いをいれるランナーの皆さん（粕渕　亀遊亭前）

このコーナーでは、町内で行われた様々なできごとをご紹介します！
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長
64
セ
ン
チ
の
ス
ズ
キ
、
甲
羅
の

長
さ
約
30
セ
ン
チ
ほ
ど
の
ス
ッ
ポ

ン
を
釣
り
上
げ
た
人
も
い
ま
し
た
。

●
大
会
結
果
（
敬
称
略
）

・
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
の
部

　

�

釣
果
が
無
く
入
賞
者
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

・
ブ
ル
ー
ギ
ル
の
部

　
①
多
賀
橋
知
生
（
20
㎝
）

　
②
飯
塚
二
六
男
（
18
・
５
㎝
）

　
③
原
田　
康
男
（
18
・
２
㎝
）

・
総
重
量
の
部

　
①
麻
尾　
洋
暁（
２
７
６
６
ｇ
）

　
②
多
賀
橋
明
沙
（
９
４
０
ｇ
）

　
③
安
田　
勝
司
（
８
１
８
ｇ
）

・
総
数
量
の
部

　
①
安
田　
勝
司
（
39
匹
）

　
②
多
賀
橋
明
沙
（
29
匹
）

　
③
大
西　
信
彦
（
23
匹
）

・
環
境
美
化
の
部

　
①
藤
原　
修
治

　
②
品
川　
光
広

　
③
漆
谷　
　
仁

ピ
ー
マ
ン
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
、ネ
ギ
、

米
の
提
供
を
受
け
、
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
と
サ
ラ
ダ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。

　
沢
谷
保
育
所
で
は
園
児
た
ち
が

庭
の
畑
で
収
穫
し
た
野
菜
を
加

え
、
３
〜
５
歳
児
が
包
丁
で
一
口

サ
イ
ズ
に
カ
ッ
ト
、
２
歳
児
は
野

菜
の
皮
む
き
を
手
伝
い
ま
し
た
。

初
め
て
玉
ね
ぎ
を
切
っ
た
小
田
島

直
輝
ち
ゃ
ん
は
「
目
に
し
み
た
」

と
振
り
返
り
、
小
野
寺
澄
司
ち
ゃ

ん
は
、
指
に
ば
ん
そ
う
こ
う
を
貼

り
な
が
ら
の
奮
闘
ぶ
り
で
「
お
い

し
い
の
が
で
き
た
よ
」
と
胸
を

張
っ
て
い
ま
し
た
。

　
魚
釣
り
を
通
し
て
江
の
川
に
親

し
む
と
と
も
に
環
境
美
化
へ
の
意

識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
「
江
の

川
釣
り
大
会
」が
７
月
30
日（
土
）、

潮
村
の
信
喜
橋
周
辺
の
江
の
川
で

開
か
れ
ま
し
た
。
美
郷
町
観
光
協

会
が
主
催
し
今
年
で
23
回
目
。
町

内
外
か
ら
参
加
し
た
50
人
が
、
鮎

を
除
く
全
魚
種
で
釣
果
を
競
い
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
浜
原
ダ
ム
上
流
か
ら

潮
温
泉
大
和
荘
沖
ま
で
の
約
４
㎞

の
区
間
で
３
時
間
の
制
限
時
間
内

に
１
匹
で
も
多
く
、
よ
り
大
物
を

釣
ろ
う
と
大
奮
闘
。
ル
ア
ー
釣
り
、

ウ
キ
釣
り
、
投
げ
釣
り
な
ど
思
い

思
い
の
釣
り
方
で
糸
を
垂
れ
ま
し

た
。
検
量
時
刻
に
な
る
と
参
加
者

か
ら
続
々
と
魚
が
持
ち
込
ま
れ
、

ブ
ル
ー
ギ
ル
や
ナ
マ
ズ
の
ほ
か
、
体

　
Ｊ
Ａ
島
根
お
お
ち
管
内
の
全
20

保
育
所
・
保
育
園
で
７
月
26
日

（
火
）、
園
児
た
ち
が
地
元
産
の
野

菜
や
米
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
作
り
に
挑
戦
。園
児
、

教
職
員
、
保
護
者
な
ど
約
１
１
５

０
人
が
、
出
来
た
て
を
ほ
お
ば
り

お
い
し
さ
に
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
ま

し
た
。

　
「
愛
菜
カ
レ
ー
の
日
」
と
銘
打

ち
、
地
元
農
家
が
育
て
た
野
菜
の

お
い
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と

Ｊ
Ａ
島
根
お
お
ち
が
企
画
し
今
年

が
４
回
目
。
美
郷
町
内
に
あ
る
５

つ
の
保
育
所
で
も
１
５
７
人
の
園

児
が
参
加
し
、美
郷
町
産
の
ナ
ス
、

出るか !?大物　〜江の川釣り大会

1150人が地元食材でカレー作りに挑戦　〜JA島根おおち　愛菜カレーの日

▲ブルーギルが釣れたよぉ〜♪

▲真剣な表情でニンジンの皮をむく子どもたち

▲「涙が止まらないよぉ〜」

▲64センチのスズキを
　持ち込んだ参加者も
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美
郷
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
一
般
選
挙
が
７
月
５
日
（
火
）
に
告
示
さ
れ
、
立
候
補
者
数
と

定
数
が
同
じ
と
な
り
、
無
投
票
に
よ
り
新
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
26
年
７
月
末
ま
で
で
す
。

　
８
月
１
日
（
月
）
に
は
農
業
委
員
会
総
会
が
開
か
れ
、
会
長
に
品
川
喜
代
市
氏
、
職
務
代
理
者
に
髙
松
俊
明
氏

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

お知らせ
美
郷
町
農
業
委
員
会
一
般
選
挙�

無
投
票
に
よ
り
新
委
員
が
決
定

桐場　伸昭 職務代理者
髙松　俊明

会　長
品川喜代市

山田　　昇 堀　富美雄 安田　光憲

岸　　壽男 西島　　進 小田富佐枝
（農業共済推薦）

岩田　俊二
（議会推薦） 松村　惠賀 野村　　眞 山田　康司

（農協推薦）
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Information

　
美
郷
町
と
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備

局
が
災
害
時
に
緊
密
な
情
報
交
換
を
行
う

た
め
の
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
協
定
書
に

は
、
災
害
時
に
同
整
備
局
が
町
に
対
し
て

現
地
情
報
連
絡
員
と
し
て
職
員
を
派
遣
し

情
報
交
換
を
密
に
す
る
ほ
か
、
平
常
時
で

も
災
害
対
応
訓
練
を
合
同
で
開
催
し
連
携

を
強
化
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
美
郷
町
役
場
で
７
月
14
日
（
木
）
に

あ
っ
た
締
結
式
で
は
浜
田
河
川
国
道
事
務

所
の
安
達
久
仁
彦
所
長
と
沖
野
健
町
長
が
　

沢
谷
地
域
の
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
員
が
こ
の
ほ
ど
増
員
さ
れ
、
７
月
１

日
（
金
）
川
本
警
察
署
か
ら
青
色
回
転
灯

な
ど
資
機
材
の
贈
呈
を
受
け
ま
し
た
。
平

成
20
年
12
月
に
12
人
で
発
足
し
た
同
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
で
は
、
活
動
強
化
に
向
け
て
新

隊
員
を
募
集
。
こ
の
た
び
16
人
が
加
わ
り

計
28
人
の
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、

通
学
時
の
見
守
り
に
加
え
、
高
齢
者
宅
へ

の
声
か
け
活
動
も
強
化
し
安
全
・
安
心
な

町
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
（
☎
７
５・１
２
１
１
）

災害時の緊密な情報交換などを定めた協定
書を交わす沖野健町長と安達久仁彦所長

川本警察署から青色回転灯などが贈呈されました。

安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
へ
（
そ
の
１
）

安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
へ
（
そ
の
２
）

国
交
省
地
方
整
備
局
と

災
害
協
定

�

〜
情
報
共
有
な
ど
連
携
〜

新
メ
ン
バ
ー
加
入
で
体
制
強
化

沢
谷
地
域

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

署
名
押
印
し
た
協
定
書
を
交
換
。
沖
野
町

長
は
、「
地
震
の
多
発
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な

ど
災
害
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
連
携
体

制
の
充
実
は
心
強
い
」
と
今
後
に
期
待
を

込
め
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
（
☎
７
５・１
２
１
１
）

で
日
本
列
島
を
縦
断
。
旅
の
目
的
地
は
、

お
手
紙
に
つ
づ
ら
れ
た
場
所
で
す
。
手
紙

と
地
図
を
た
ず
さ
え
た
火
野
さ
ん
が
、
送

り
主
の
思
い
に
寄
り
添
い
な
が
ら
旅
を
続

け
ま
す
。
旅
の
ル
ー
ト
は
、
あ
な
た
か
ら

の
お
手
紙
で
決
ま
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
あ
な

た
に
と
っ
て
の
「
こ
こ
ろ
の
風
景
」
を
番

組
宛
て
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
番
組
宛
て
お
便
り
の
送
り
先

　
・
郵
送
の
場
合

　
　
〒
１
５
０

－

８
０
０
１

　
　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
こ
こ
ろ
旅

　
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
の
場
合

　
　
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ　
こ
こ
ろ
旅
」
で
検
索

　
締
切　
９
月
28
日
（
水
）
必
着

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
５
７
０・０
６
６・０
６
６
）

あ
な
た
か
ら
の
手
紙
が
旅
人
「
火
野

正
平
」
の
行
き
先
を
決
め
ま
す
…

Ｎ
Ｈ
Ｋ

－

Ｂ
Ｓ

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
」

�

思
い
出
の
場
所
大
募
集

募 集

　
９
月
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ

－

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム

（
衛
星
放
送
）
で
放
映
が
始
ま
る
「
に
っ

ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
〜
秋
の
旅
」
で
は
、

10
月
10
日
（
月
）
〜
22
日
（
土
）
ま
で
島

根
県
内
で
の
ロ
ケ
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
番
組
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
お
手

紙
に
書
か
れ
た
「
こ
こ
ろ
の
風
景
」
を
求

め
て
、
俳
優
の
火
野
正
平
さ
ん
が
自
転
車
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お知らせ

お
得
な
、

ね
ん
き
ん
の
話

お知らせ
そ
の
１
「
納
付
書
で
の
お
支
払
い
な
ら
、

�

ま
と
め
て
前
払
い
が
お
ト
ク
」

・
例
え
ば
、
平
成
23
年
８
月
分
か
ら
平
成

24
年
３
月
分
を
ま
と
め
て
支
払
う
と
、１
，

３
６
０
円
お
得
で
す
！
（
た
だ
し
、
前
納

用
納
付
書
を
年
金
事
務
所
か
ら
入
手
し

納
付
期
限
ま
で
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
浜
田
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
８
５
５・２
２・０
６
７
３
）

そ
の
２
「
ロ
ウ
ゴ
ヨ
イ
ク
ニ
、

�

国
民
年
金
基
金
」

・
国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
第
１
号

被
保
険
者
（
自
営
業
者
等
）
が
加
入
で

き
、
基
礎
年
金
と
は
別
に
も
ら
え
る
上

乗
せ
部
分
で
す
。１
口
以
上
加
入
で
き
、

１
口
目
は
Ａ
型
、
Ｂ
型
が
あ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
も
65
歳
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
30
歳
男
性
が
Ａ
型
終
身
年
金

加
入
の
場
合
、
月
額
１
万
円
弱
の
掛
金

で
65
歳
か
ら
生
涯
に
わ
た
り
、
年
金
額

は
約
24
万
円
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
島
根
県
国
民
年
金
基
金

　
（
☎
０
１
２
０・６
５
４
１
９
２
）

老
人
の
日
・
老
人
週
間

県
立
施
設
入
館
料
無
料

お知らせ

　
老
人
の
日
・
老
人
週
間
の
期
間
中
、
次

の
県
立
施
設
の
入
館
料
が
無
料
に
な
り
ま

す
。

●
対
象
期
間

　
老
人
の
日
・
老
人
週
間

　
９
月
15
日
（
木
）
〜
21
日
（
水
）

●
対
象
者

　
�　

県
内
在
住
で
、
年
内
に
満
65
歳
以
上

に
な
る
高
齢
者
（
昭
和
21
年
12
月
31
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

●
対
象
施
設
（
８
施
設
）

　
①
県
立
美
術
館
（
松
江
市
）

　
②
八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘
（
松
江
市
）

　
③
し
ま
ね
花
の
郷
（
出
雲
市
）

　
④
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
（
出
雲
市
）

　
⑤
宍
道
湖
自
然
館
ゴ
ビ
ウ
ス（
出
雲
市
）

　
⑥
三
瓶
自
然
館
サ
ヒ
メ
ル
（
大
田
市
）

　
⑦
し
ま
ね
海
洋
館
ア
ク
ア
ス（
浜
田
市
）

　
⑧
県
立
石
見
美
術
館
（
益
田
市
）

●
手
続
き

　

�　
入
館
受
付
時
に
健
康
保
険
証
や
運
転

免
許
証
を
提
示
し
て
確
認
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
島
根
県
高
齢
者
福
祉
課

　
（
☎
０
８
５
２・２
２・６
６
９
６
）

保
管
中
の

通
貨
・
証
券
を

返
還
し
て
い
ま
す

お知らせ

　
税
関
で
は
、
終
戦
後
に
外
地
よ
り
引
き

揚
げ
て
き
た
方
々
の
通
貨
や
証
券
を
お
返

し
し
て
い
ま
す
。

・
上
陸
地
の
税
関
、
海
運
局
に
預
け
た
通

貨
、
証
券
類
（
上
陸
地
扱
保
管
物
件
）

・
帰
国
前
に
在
外
公
館
や
日
本
人
自
治
会

等
に
預
け
た
通
貨
・
証
券
類
の
う
ち
そ

の
後
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の
（
外
地

扱
保
管
物
件
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
浜
田
税
関
支
署

　
（
☎
０
８
５
５・２
７・０
３
６
６
）

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級

資
格
取
得
訓
練
生

募　集

　
離
転
職
者
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
資

格
を
取
得
し
、
介
護
職
と
し
て
就
職
希
望

の
方
を
対
象
に
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

●
訓
練
期
間
…
10
月
〜
12
月

●
会　
　

場
…
川
本
合
同
庁
舎

●
費　
　

用
…
１
５
，
０
０
０
円

●
応
募
〆
切
…
９
月
７
日
（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
島
根
県
立
西
部
高
等
技
術
校

　
（
☎
０
８
５
６・２
２・２
４
５
０
）

自
衛
官
募
集

募　集

　
自
衛
隊
で
は
、
自
衛
官
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

●
９
月
９
日
（
金
）
締
切

　
・
一
般
曹
候
補
生
【
陸
・
海
・
空
】

　
　
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

　
・
航
空
学
生
【
海
・
空
】

　
　
　
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
者

　
・
自
衛
官
候
補
生
【
陸
・
海
・
空
】

　
　
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

●
９
月
30
日
（
金
）
締
切

　
・
防
衛
大
学
校
学
生

　
　
　
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
者

　
・
看
護
学
生
【
陸
】

　
　
　
高
卒
（
見
込
含
）
24
歳
未
満
の
者

　
・
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

　
　
　
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
者

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

�

大
田
地
域
事
務
所

　
（
☎
０
８
５
４・８
２・１
４
３
７
）
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邑
智
郡

公
立
病
院
組
合
職
員

募　集

　
邑
智
郡
公
立
病
院
組
合
で
は
職
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
職
種

　
歯
科
衛
生
士
１
名
、
一
般
事
務
職
１
名

●
一
次
試
験

　
10
月
16
日
（
日
）

�

公
立
邑
智
病
院
（
邑
南
町
）

●
応
募
締
切

　
９
月
９
日
（
金
）
消
印
有
効

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
公
立
邑
智
病
院　
総
務
課

　
（
☎
９
５・２
１
１
１
）

住
宅
新
築
・
購
入
、

増
改
築
に
対
し
て

助
成
し
ま
す

お知らせ

　
県
産
木
材
を
使
っ
た
木
造
住
宅
の
新
築

や
増
改
築
、
修
繕
や
模
様
替
え
に
対
し
て

助
成
し
ま
す
。（
予
算
が
無
く
な
り
次
第

終
了
し
ま
す
。）

・「
県
産
木
材
を
生
か
し
た
木
造
住
宅
づ

く
り
支
援
事
業
」

　

�　

構
造
材
に
県
産
木
材
を
50
％
以
上

使
っ
た
住
宅
を
新
築
・
増
改
築
又
は
購

入
さ
れ
た
方
に
最
大
30
万
円
、
石
州
瓦

を
使
用
さ
れ
る
と
更
に
最
大
10
万
円
を

助
成
。

・「
県
産
木
材
を
生
か
し
た
修
繕
・
模
様

替
え
支
援
事
業
」

　

�　
県
産
木
材
を
20
万
円
以
上
使
っ
た
事

業
費
50
万
円
以
上
の
修
繕
・
模
様
替
え

工
事
に
対
し
、
住
宅
で
は
10
万
円
、
商

店
、
社
会
福
祉
施
設
等
に
お
い
て
は

20
万
円
を
助
成
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
㈳
島
根
県
木
材
協
会

　
（
☎
０
８
５
２・２
１・３
８
５
２
）

不
法
投
棄
は
厳
し
く

罰
せ
ら
れ
ま
す

お知らせ

　

不
法
投
棄
は
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
禁
止
さ
れ
厳
し

く
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
違
反
者
に
は
、
５
年

以
下
の
懲
役
若
し
く
は
１
，
０
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
（
個
人
の

場
合
）。
ま
た
、
地
デ
ジ
化
に
よ
り
不
要

に
な
っ
た
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
の
処
理
は

必
ず
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
に
基
づ
い

て
、
過
去
に
購
入
し
た
小
売
店
で
引
き

取
っ
て
も
ら
う
か
、
買
い
換
え
の
場
合
は

新
製
品
を
購
入
し
た
小
売
店
で
引
き
取
っ

て
も
ら
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
環
境
整
備
室

　
（
☎
７
５・１
２
１
５
）

生
活
排
水
処
理
を

テ
ー
マ
に

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

お知らせ

　
汚
水
処
理
施
設
の
普
及
率
が
低
い
島
根

県
西
部
で
の
普
及
促
進
啓
発
の
た
め
、
生

活
排
水
処
理
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

・
日　

時

　
９
月
２
日
（
金
）
14
時
〜
16
時

・
会　

場

　
益
田
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

�
（
益
田
市
駅
前
町
）

・
内　

容

　
①�

基
調
講
演
「
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り

と
生
活
排
水
処
理
」

　
②�

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
石
見

の
美
し
い
水
環
境
と
生
活
排
水
処

理
」

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
島
根
県
土
木
部
下
水
道
推
進
課

　
（
☎
０
８
５
２・２
２・６
５
８
０
）

美
郷
町
簡
易
水
道
の

水
質
検
査
結
果

お知らせ

Information

６月に林道信喜線で発見された不法投棄の確
認作業。不法投棄を発見したら、人物の特徴
や車のナンバー、投棄場所などを最寄りの駐
在所や役場環境整備室へ通報してください。

検査実施（７月27日） 結　果 評価 対応

粕渕・浜原簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

吾 郷 地 区 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

別 府 地 区 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

君 谷 地 区 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

酒 谷 地 区 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

石 原 地 区 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

潮 地 区 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

都 賀 行 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

比之宮地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

都 賀 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —
※なお、検査結果の詳細は、ホームページで公表しています。
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お知らせ
良
い
歯
が
キ
ラ
リ

親
と
子
の
良
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

�

彦
田
さ
ん
親
子
（
片
山
）
島
根
県
代
表
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
「
第
60
回
親
と
子
の
良
い
歯
の
コ
ン

ク
ー
ル
島
根
県
大
会
」
が
６
月
９
日

（
木
）、
島
根
県
歯
科
医
師
会
館
（
松
江

市
）
で
開
か
れ
、
大
田
圏
域
代
表
と
し

て
出
場
し
た
彦
田
加
奈
子
さ
ん
・
華
帆

ち
ゃ
ん
親
子
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し

た
。
彦
田
さ
ん
親
子
は
９
月
に
開
か
れ

る
全
国
審
査
会
に
島
根
県
代
表
と
し
て

出
場
（
書
類
審
査
）
し
ま
す
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
は
６
月
の
歯
の
衛
生
週

間
に
合
わ
せ
、
歯
を
大
切
に
す
る
意
識

を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
島
根
県
な
ど

が
毎
年
開
催
。
県
内
７
保
健
所
で
の
予

選
を
経
た
７
組
の
親
子
が
虫
歯
の
有
無

や
口
内
の
健
康
状
態
な
ど
の
審
査
を
受

け
ま
し
た
。

　
良
い
歯
を
保
つ
秘
訣
に
つ
い
て
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
普
段
の
生
活
で
は
「
お
や

つ
に
昔
な
が
ら
の
煮
干
し
や
コ
ン
ブ
な

ど
も
与
え
て
い
ま
す
」
と
母
親
の
加
奈

子
さ
ん
。歯
磨
き
を
嫌
が
る
子
に
は「
親

が
つ
い
て
一
緒
に
楽
し
む
よ
う
に
し
て

や
る
と
習
慣
付
け
易
い
で
す
よ
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
。「
今
後
も
歯
の
健
康
に
気

を
つ
け
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
見
守
り
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

島根県代表として全国大会で審査を受ける予定の
彦田加奈子さん・華帆ちゃん（写真右側）親子

広
報
み
さ
と
に
広
告

を
出
し
ま
せ
ん
か
？

お知らせ

　
「
広
報
み
さ
と
」
は
、
毎
月
２
９
０
０

部
発
行
し
、
町
内
各
世
帯
の
ほ
か
出
身
者

の
皆
様
な
ど
に
ご
愛
読
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
広
告
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

事
前
に
申
込
を
い
た
だ
き
審
査
終
了
後
、

掲
載
希
望
月
の
前
月
10
日
ま
で
に
原
稿
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
課
（
☎
７
５・１
９
２
４
）

大きさ 広告掲載料

1段サイズ
（縦55㎜×横 170㎜）

5,000 円
（町外10,000 円）

半サイズ
（縦55㎜×横 85㎜）

2,500 円
（町外5,000円）

1/3 サイズ
（縦55㎜×横 55㎜）

1,500 円
（町外3,000円）

Ａ
Ｌ
Ｔ
が
着
任

人　事

　
美
郷
町
内
の
中
学
校
で
英
語
の
指
導
に

あ
た
る
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）に
、

エ
リ
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ベ
ダ
ル
さ
ん
が

着
任
さ
れ
ま
し
た
。
出
身
は
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
の
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
で
す
。
２
学

期
か
ら
は
邑
智
中
学
校
、
大
和
中
学
校
で

英
語
の
授
業
を
補
助
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
エ
リ
ン
さ
ん
は
、
現
在
、
日
本
語
を
猛

勉
強
中
で
す
。
町
内
で
見
か
け
ら
れ
た
ら

気
軽
に
声
を
掛
け
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
（
☎
７
５・１
２
１
７
）
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Information

▲

お問い合わせ先　美郷町消費者問題研究会（住民福祉課内）（☎75-1213）

シリーズ　「防ごう ! 消費者トラブル」

中東やアフリカなど
社会情勢の不安定な国の通貨を
対象とした投資トラブルにご注意！

中東やアフリカなど社会情勢の不安定な国の通貨を
対象とした投資トラブルが発生しています！
●業者はパンフレットや口頭で「有数の産油国であり、紛争後のため経済発展が期待
できるので、もうかる」「個人のみで企業は買えない。企業は個人からの買い取り
を切望しているため、高額で買い取る」などと説明しています。しかし、これらの
外国の通貨は日本の銀行では取り扱いがなく、国内で日本円にすることは極めて困
難です。

●販売業者とは別の業者が「数倍で買い取る」と持ちかける手口は、未公開株やイラ
ク通貨でも多く見られます。これらの手口で、本当に買い取りがされた事例はあり
ません。

●電話やダイレクトメールでこのような勧誘を受けた時は役場住民福祉課にご相談く
ださい。

　Ａ社から「１口 50スーダンポンドが 15
万円」とのダイレクトメールが自宅に届い
た。その数日後、Ｂ社から「スーダンポン
ドを持っていたら、約 40 万円で売ってほ
しい」という電話があった。
　すぐにＡ社からも「ダイレクトメールは
届いたか」という電話があり、「予約だけ
でも」と勧められた。Ａ社に予約金として
２万５千円を振り込もうと金融機関に行っ
たところ事情を聞かれたので話したら、お
かしいと言われた。� （60歳代　女性）

〈事例〉

消費トラブルに関する相談は
〈消費者ホットライン〉
（☎ 0570-064-370）
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お知らせ
リレー記事
【集落支援員だより】

えがおの明日へ
〜元気な美郷になるための取り組み〜

連載第７回　潮・曲利地区

33
・
１
％
で
す
。（
平
成
22
年
３
月
現

在
）。
少
子
化
は
と
も
か
く
、
高
齢
化

は
毎
年
徐
々
に
進
み
ま
す
。
関
係
機
関

と
連
絡
を
密
に
し
て
、
高
齢
者
の
方
の

健
康
維
持
・
増
進
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
、
悪
質
商
法
等
か
ら
の
被
害
防
止

と
い
っ
た
こ
と
に
、
連
合
自
治
会
・
自

治
会
、
警
察
等
と
協
力
し
て
、
出
来
る

こ
と
か
ら
支
援
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
高
齢
者
の
独
り
暮
ら
し
宅
を
把

握
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
を
通
じ
孤
立
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
努
め
、
安
全
・

安
心
し
て
楽
し
く
住
め
る
地
域
づ
く
り

に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

５
月
29
日
（
日
）
に
行
っ
た
防
災
訓

練
・
研
修
で
は
、
当
地
域
で
整
備
し
て

い
る
緊
急
時
の
連
絡
網
を
活
か
し
、
自

治
会
長
が
避
難
訓
練
を
宣
言
し
た
の

ち
、
各
区
長
か
ら
の
連
絡
に
よ
っ
て
避

難
場
所
に
集
合
し
、
避
難
者
を
点
呼
す

る
流
れ
で
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加

者
で
地
図
に
避
難
ル
ー
ト
や
救
急
車
の

入
れ
る
道
な
ど
を
点
検
、
確
認
す
る

防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
に
も
挑
戦
し
ま
し

た
。

　

潮
・
曲
利
地
区
で
は
若
い
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
「
う
し
お
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
グ

ル
ー
プ
が
積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
地
域
活
動
拠
点
で
あ
る
潮
公

民
館
で
様
々
な
行
事
を
主
催
し
、
地
域

を
活
気
づ
け
て
い
ま
す
。
桜
の
咲
く
４

月
に
あ
る
「
さ
く
ら
祭
り
」
で
は
、
バ

イ
キ
ン
グ
方
式
の
食
事
（
会
費
制
）
が

大
好
評
で
す
。
毎
年
８
月
14
日
に
は

「
う
し
お
納
涼
祭
り
」
で
盆
踊
り
、
神

楽
、
夜
店
を
行
い
、
住
民
だ
け
で
な
く

帰
省
中
の
家
族
連
れ
な
ど
で
大
変
賑
わ

い
ま
す
。
く
じ
引
き
で
は
豪
華
賞
品
が

当
た
る
と
評
判
に
な
り
毎
年
大
好
評
で

す
。
さ
ら
に
10
月
末
に
は
、
秋
祭
り
で

楽
打
ち（
シ
ャ
ギ
リ
）、神
楽
等
を
行
い
、

お
盆
同
様
に
、
都
会
に
出
て
い
る
若
者

が
帰
省
す
る
動
機
づ
け
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。

　

人
口
は
少
な
い
な
が
ら
も
、
老
若
男

女
皆
で
頑
張
っ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
行
事
の

際
は
、
ぜ
ひ
お
寄
り
く
だ
さ
い
。

【
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
】

　

集
落
、
自
治
会
に
関
連
す
る
施
策
に

対
す
る
ご
意
見
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

�

担
当
課　

総
務
課
行
政
改
革
室

�

（
☎
７
５
・
１
２
１
１
）

　
　
潮
・
曲
利
地
区
集
落
支
援
員　

吉
川
　
芳

　

集
落
支
援
員
の
活
動
は
地
域
に
よ
っ

て
様
々
で
す
が
、
一
つ
は
地
域
を
維
持

す
る
た
め
の
活
動
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
例
え
ば
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
、
認
識
を
広
め
な
が
ら
問
題

を
整
理
し
、
連
合
自
治
会
・
自
治
会
を

通
じ
て
役
場
な
ど
関
係
・
担
当
機
関
と

の
連
絡
・
調
整
す
る
。
も
う
一
つ
は
地

域
の
活
性
化
の
た
め
の
活
動
で
、
新
た

な
行
事
、
続
け
る
べ
き
行
事
、
イ
ベ
ン

ト
等
に
協
力
し
、助
成
金
を
探
し
た
り
、

そ
の
申
請
事
務
な
ど
で
す
。

　

少
子
・
高
齢
化
が
各
地
で
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。
美
郷
町
の
高
齢
化
率
は

42
・
６
％
で
、
潮
・
曲
利
地
区
で
は

▲防災訓練で行われた防災マップづくりの様子（５月29日）

▲秋祭りでの楽打ち
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Information

「
う
ち
の
地
区
に
も
サ
ル
が
！
」
そ
ん

な
方
も
慌
て
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
連
載
の
第
１
回
（
平
成
22
年
12
月

号
）
か
ら
読
み
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

サ
ル
対
策
は
、「
餌
付
け
」
を
や
め
る

だ
け
。「
餌
付
け
」
は
人
な
れ
学
習
か

ら
始
ま
り
ま
す
。「
あ
ん
な
と
こ
ろ
に

サ
ル
が
」
と
思
い
な
が
ら
、
何
も
し
な

い
で
見
て
い
る
こ
と
が
、
餌
付
け
行
為

に
つ
な
が
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

●
ど
ん
な
柵
よ
り
優
先
の
心
理
柵

　

集
落
内
で
サ
ル
を
見
た
ら
、
花
火
で

も
石
で
も
棒
で
も
、
な
け
れ
ば
靴
で
も

（
そ
の
く
ら
い
の
気
合
で
）、
と
に
か
く

あ
る
物
を
投
げ
つ
け
て
追
い
払
っ
て
く

だ
さ
い
。
一
番
効
く
の
は
「
こ
こ
の
集

落
の
人
間
は
み
ん
な
怖
い
」
と
サ
ル
に

思
わ
せ
る
「
心
理
柵
」
で
す
。
ま
ず
は

連
載

「
こ
れ
な
ら
で
き
る
！

　
　

獣
害
対
策
」
第
９
回

ご
近
所
で
、「
心
理
柵
」
を
共
同
で
張

り
ま
し
ょ
う
。
誰
か
が
ロ
ケ
ッ
ト
花
火

を
撃
っ
た
ら
近
所
の
人
が
加
勢
す
る
。

追
わ
れ
て
逃
げ
た
ら
、
逃
げ
た
先
に
も

人
が
待
ち
受
け
て
い
る
、
と
い
う
こ
と

が
そ
の
地
区
へ
の
恐
怖
心
を
倍
増
さ
せ

ま
す
。
サ
ル
が
こ
わ
ご
わ
出
て
く
る
間

は
簡
単
な
柵
で
も
な
か
な
か
突
破
さ
れ

ま
せ
ん
。
逆
に
、
安
心
し
て
の
び
の
び

行
動
さ
れ
れ
ば
、
思
わ
ぬ
弱
点
を
つ
い

て
被
害
を
う
け
る
（
餌
付
け
を
進
め

る
）
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
せ
っ

か
く
の
柵
が
効
く
か
効
か
な
い
か
は
こ

の
「
心
理
柵
」
で
決
ま
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
柵
設
置
の
下
準
備

　

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
と
違
い
、
サ
ル
は

木
登
り
や
枝
伝
い
が
得
意
。
畑
の
周
囲

２
ｍ
は
潅
木
や
枝
な
ど
を
切
り
払
っ
て

く
だ
さ
い
。
侵
入
や
逃
走
に
使
え
る
足

場
が
一
箇
所
で
も
あ
れ
ば
、
柵
は
無
意

味
。
畑
の
外
に
向
か
っ
て
茂
る
ミ
ニ
ト

マ
ト
な
ど
は
丈
夫
な
ヒ
モ
を
通
し
て
内

側
に
引
き
込
み
ま
す
。
サ
ル
が
登
っ
た

際
に
畑
側
に
倒
れ
そ
う
な
竹
や
細
い
潅

木
は
特
に
注
意
し
て
切
っ
て
く
だ
さ

い
。

●�

高
く
す
る
か
電
柵
を
足
す

　

す
で
に
あ
る
イ
ノ
シ
シ
用
の
柵
を
活

用
す
る
に
は
、
テ
グ
ス
ネ
ッ
ト
を
上
部

に
足
す
か
、
電
柵
を
追
加
す
る
の
が
有

効
。
こ
の
場
合
、
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー

や
竹
な
ど
の
支
柱
を
使
い
、
サ
ル
が
登

る
と
外
側
に
曲
が
る
よ
う
に
張
る
の
が

コ
ツ
で
す
。
ハ
ウ
ス
用
鉄
パ
イ
プ
な
ど

丈
夫
な
支
柱
し
か
な
い
場
合
は
、
支
柱

の
裏
側
（
ネ
ッ
ト
が
あ
た
ら
な
い
側
）

に
ヘ
ラ
な
ど
で
グ
リ
ス
を
厚
塗
り
す
れ

ば
、
サ
ル
が
握
る
の
を
嫌
っ
て
あ
ま
り

上
ろ
う
と
し
ま
せ
ん
。
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
柵
や
ト
タ
ン
柵
は
通
電
す
る
の
で

ア
ー
ス
と
し
て
使
え
ま
す
。
サ
ル
が

登
っ
て
超
え
よ
う
と
手
を
出
し
た
所
に

ケ
ー
ブ
ル
を
10
〜
15
セ
ン
チ
間
隔
で
２

〜
３
段
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
子
ザ
ル
の
頭
骨
は
５
セ
ン
チ

　

ネ
ッ
ト
や
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
の
目
合

い
が
粗
い
と
そ
の
ま
ま
サ
ル
は
素
通
り

し
ま
す
。
子
ザ
ル
の
頭
骨
の
直
径
は
約

５
セ
ン
チ
。
10
セ
ン
チ
の
目
合
い
の
ワ

イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
や
ピ
ン
と
張
り
す
ぎ

た
ネ
ッ
ト
な
ら
親
で
も
そ
の
ま
ま
す
り

抜
け
ま
す
。
こ
の
場
合
、
安
価
な
膨
張

ネ
ッ
ト
を
合
わ
せ
張
り
し
て
く
だ
さ
い
。

中
国
四
国
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　

鳥
獣
害
研
究
チ
ー
ム
専
門
員

�

井　

上　

雅ま
さ　

央て
る

▲�獣害対策実習ほ場「青空サロン」（乙原）では、
獣害対策の様々な工夫が見学できます。
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お知らせInformation

ま
ほ
ろ
ば
句
会

選
者　

服
部
　
康
人
　
先
生

炎
天
下
少
し
の
木
陰
恋
し
か
り�

吉
迫
ス
ズ
ヨ

待
ち
こ
が
れ
ゐ
し
人
な
ら
む
鮎
解
禁�

日
高　
笑
子

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
ち
ま
ち
の
大
夕
立�

北
原　
敏
枝

夏
霧
や
煙
と
見
紛
ふ
景
も
見
せ�

小
笠
原
松
子

江
川
に
夕
虹
立
ち
ぬ
晴
る
る
か
も�

難
波　
忠
枝

端
居
し
て
同
じ
話
を
今
日
も
聞
く�

大
嶋　
琴
枝

村
境
の
標
の
大
木
合
歓
の
花�

三
島　
澄
江

嫁
ぎ
来
て
飲
み
馴
染
み
た
る
山
清
水�

玉
岡　
弘
子

夏
草
や
刈
機
の
音
の
弾
け
飛
ぶ�

吉
迫
ア
キ
ミ

梅
雨
明
と
聞
き
し
よ
り
風
や
さ
し
け
り�

石
田　
悦
子

蝉
時
雨
ひ
と
と
き
止
み
ぬ
通
り
雨�

黒
岩
ア
ヤ
子

下
校
時
の
奇
声
を
上
げ
し
蛇
の
衣�

山
田　
幸
造

う
す
れ
ゆ
く
虹
は
か
な
し
や
人
の
世
も�

岡
先
登
美
子

燕
の
巣
借
り
て
子
育
て
す
る
雀�

玄
田
ト
ミ
ヱ

七
夕
や
書
き
惑
ひ
た
る
願
ひ
事�

中
原
美
都
子

廃
屋
の
解
か
れ
し
よ
り
の
青
田
風�

大
久
保
朝
子

ダ
ム
湖
畔
住
み
て
朝
夕
夏
霧
に�

坪
内　
良
子

食
卓
に
欠
か
す
こ
と
な
き
胡
瓜
か
な�

甲
山
由
紀
子

梅
雨
明
の
気
配
雲
に
も
吹
く
風
も�

西
島　
誠
子

白
靴
や
並
べ
較
べ
て
旅
支
度�

高
田　
登
子

油
断
せ
し
腰
丈
ほ
ど
に
草
茂
る�

高
橋　
浩
子

来
客
を
も
て
な
す
プ
ラ
ン
滝
見
組
む�

高
橋　
和
子

薫
風
や
祭
主
の
声
の
朗
々
と�

森
田
佳
代
子

遠
雷
の
聞
こ
ゆ
る
道
や
急
ぎ
足�

和
田　
伸
子

夜
濯
や
朝
に
乾
け
ば
そ
れ
を
着
る�

石
田　
照
子

睡
蓮
の
沼
辺
や
恩
師
と
の
出
合
ひ�

松
村
み
は
る

夏
草
の
中
に
続
け
る
三
江
線�

渡
邊　
光
廣

大
量
の
胡
瓜
を
前
の
思
案
か
な�

西
嶋
千
恵
美

選
者
吟

冷
房
の
効
き
過
ぎ
ほ
ど
の
夜
の
大
気

　地域おこし協力隊として美郷町に
やって来て３カ月が過ぎました。当初
は、自分が以前住んでいた千葉県との
環境の差に戸惑いましたが、今はこち
らの生活にもだいぶ慣れてきました。
　千葉県柏市出身の私は、人口が多く
自然が少ない街で育ったので、田舎に
対する憧れのような好奇心がありまし
た。都市部では人間関係が希薄になり
つつありますが、こちらでは自治会な
ど地域のつながりが残っていると感じ
ます。
　美郷町は、山や川に囲まれ自然環境
に恵まれた町ですが、その反面、過疎・
高齢化という厳しい現実もあります。
現在の日本の

問題の多くは、都市への一極集中と地方の荒廃から生じていると思います。そ
れを解消するために考えられた制度が、地域おこし協力隊です。現在、地域お
こし協力隊の活動は全国で行われています。一人の人間ができることは小さい
かもしれませんが、その小さな力が合わさり大きな
力になって、少しでも現状が改善されればと思いま
す。私も微力ながら、地域の力になれるよう頑張り
ます。

地域を変える新しいチカラ

地域おこし協力隊通信  第 11回  君谷地域  地域おこし協力隊

第４期（君谷）地域おこし協力隊

� 福
ふく

島
しま

　　豪
たけし
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自殺の背後に潜む「うつ」
　自殺の原因はさまざまですが、背後には「うつ」が潜んでいることが多いといわれています。「うつ」
は誰もが陥る可能性がある身近な症状です。
　怖いのは「うつ」になったことではなく、それに気づかず放置しておくことです。

｢ うつ ｣の兆候　見逃さないで　早めの受診が大切
　「うつ」は、休養と薬物療法を中心とした治療によって回復します。早期に治療を開始すると回復
も早くなります。「早めの受診が大切」!!下記の症状が１つでも２週間以上続いていれば早めに専門
機関を受診しましょう。
　①寝つきが悪くて、朝早く目が覚める	 ⑦人に会いたくなくなる
　②悲しい、憂うつな、沈んだ気分	 ⑧夕方より朝方のほうが気分、体調が悪い
　③何事にも興味がわかず、楽しくない	 ⑨心配事が頭から離れず、考えが堂々めぐりする
　④疲れやすく、元気がない（だるい）	 ⑩失敗や悲しみ、失望から立ち直れない
　⑤おっくう、何もやる気が起こらない	 ⑪自分を責め、自分は価値がないと感じる
　⑥食欲がなくなる

　全国では毎年約３万人、島根県では毎年約200人が自ら命を絶っています。

美郷町では働き盛りの男性の自殺率が特に高い !!

健康
まめ知識 No.69

周囲の人はこんなサポートを
●休養を勧めましょう
●受診や相談の際には付添いましょう
●�本人が受診や相談を拒むときは、本人
が信頼している家族、友人、先輩など
にすすめてもらいましょう。

●「頑張れ」は禁句
本人にはプレッシャーになります。また、
無理に外出、運動、気分転換を勧めること
もよくありません。

望ましい対応
●�医療機関の精神科、
　心療内科を受診する
●�かかりつけ医に相談し
て、専門医を紹介して
もらう
●�心の健康相談を利用する
　（連絡先：県央保健所または美郷町役場）
●周囲に遠慮せず、休養をとる

お問い合わせ先　健康推進課（☎75-1932）

自殺ＳＭＲ（男性）

大田圏域 大田市 川本町 美郷町 邑南町
自殺標準化死亡率（SMR）　（島根県を100として　基準：2007年中心５年平均）
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「広報みさと」は、大豆油インクと再生紙を使っています。
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慶  弔（７月分届出・敬称略）

人口と世帯

（　）は先月との比較（住民基本台帳による８月１日現在）

人 口　5,541 人
　男　　2,602 人	 （－１人）
　女　　2,939 人	 （－６人）
世帯数　2,449 世帯	（－６世帯）

愛のともしび（７月受付分）
社会福祉協議会へ次の方々よりご寄付を頂きました。（敬称略）

９月の行事予定
１日 ㈭ 乳児、１歳６カ月児健診（保健福祉センター）

２日 ㈮

３日 ㈯

４日 ㈰
わんぱくパラダイス（山村開発センター）
まほろば杯９人制女子バレーボール大会（大和中）

５日 ㈪

６日 ㈫ 交通事故巡回相談（大田市役所）

７日 ㈬ 中国補聴器センター相談会（山村開発センター）

８日 ㈭

９日 ㈮ すくすく相談（子育て支援センター）

10日 ㈯ 中学校体育祭（邑智中、大和中）

11日 ㈰

12日 ㈪

13日 ㈫ 大和診療所午後休診

14日 ㈬

15日 ㈭

16日 ㈮

17日 ㈯ 大和小学校運動会

18日 ㈰
邑智小学校運動会
尺鮎釣り大会（道の駅周辺）

19日 ㈪ 敬老の日

20日 ㈫

21日 ㈬ 秋の全国交通安全運動（９月30日まで）

22日 ㈭

23日 ㈮ 秋分の日

24日 ㈯

25日 ㈰

26日 ㈪

27日 ㈫ 胃がん検診（上野、都賀本郷）

28日 ㈬
胃がん検診（都賀行）
西日本補聴器相談会
（山村開発センター、まほろば福祉センター）

29日 ㈭ ３歳児・５歳児健診（保健福祉センター）

30日 ㈮

※�慶弔欄は、掲載を希望された方のみ掲載しています。町外で届けられた方で
　名前の掲載を希望される方は、企画課（75-1924）までご連絡ください。

除草で綺麗に
美郷の絶景ポイント

　上野連合自治会員約
50人が７月３日（日）、
地元の「ガニ山公園」
の草刈り作業などを行
い、汗を流しました。昨年は大雨で中止になった
ため、伸び放題の雑草や灌木を切りながら２時間
かけて江の川を望む絶景ポイントが綺麗に蘇りま
した。また、この日は連合自治会の拠点施設「上
野ふれあい会館」の清掃活動も行われました。
� （情報提供・写真撮影：上野連合自治会）
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